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【
う
ら
へ
続
く
】

9 月 29 日2740

イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
直
ち
に
中

止
せ
よ
。
日
本
政
府
は
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
を
承
認
せ
よ

　

安
保
法
制
＝
戦
争
法
の

強
行
採
決
か
ら
10
年
と

な
っ
た
19
日
夜
、
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会
と
９

条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民

ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
国
会
正

門
前
大
行
動
を
行
い
ま
し

安
保
法
制
10
年
　
国
会
前
行
動

　

武
力
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い

「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
許
さ
ぬ

た
。
参
加
し
た
２
３
０
０

人
が
「
武
力
で
平
和
は
つ

く
れ
な
い
」
と
横
断
幕
を

掲
げ
、「
戦
争
法
は
今
す
ぐ

　

米
民
主
党
の
サ
ン
ダ
ー

ス
上
院
議
員
と
上
院
・
下

院
議
員
22
人
が
大
企
業
・

富
裕
層
に
応
分
の
税
負
担

を
求
め
る
法
人
税
増
税
法

案
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

法
案
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
労

働
者
の
50
～
１
０
０
倍
の

報
酬
を
受
け
取
る
企
業
に

対
し
税
率
を
０
・
５
％
引

富
裕
層
に
負
担
求
め
る
時
だ

米
進
歩
派
議
員
が
増
税
法
案

　

パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
承
認
。

「
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
と

し
て
承
認
す
る
国
が
国
連

の
８
割
、
１
５
０
カ
国
を

超
え
た
」「
英
国
、オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
フ

ラ
ン
ス
な
ど
が
加
わ
っ

た
」「
日
本
は
意
味
不
明
の

理
由
で
承
認
を
見
送
っ

た
」「
こ
の
こ
と
で
イ
ス
ラ

廃
止
」「
憲
法
生
か
せ
」「
排

外
主
義
は
許
さ
な
い
」
と

コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
し
た

総
が
か
り
行
動
実
行
委
共

同
代
表
の
菱
山
南
帆
子
さ

ん
は
、
２
０
１
５
年
の
た

た
か
い
以
降
全
国
に
共
同

の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
と

強
調
。
国
会
提
出
が
狙
わ

れ
る
ス
パ
イ
防
止
法
は
思

想
弾
圧
に
他
な
ら
な
い
と

指
摘
し
、「
力
を
合
わ
せ
て

声
を
上
げ
続
け
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

き
上
げ
、
５
０
０
倍
以
上

の
場
合
に
は
、
最
大
と
な

る
５
％
の
引
き
上
げ
が
課

さ
れ
ま
す
。
施
行
さ
れ
れ

ば
10
年
間
で
１
５
０
０
億

㌦
（
約
22
兆
円
）
の
税
収

増
に
な
る
見
込
み
で
す
。

高
額
報
酬
の
例
と
し
て
、

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
Ｃ
Ｅ

Ｏ
が
昨
年
得
た
報
酬

９
５
８
０
万
㌦
は
労
働
者

の
収
入
の
６
６
０
０
年
分

で
す
。

　

法
案
に
は
多
く
の
労
働

組
合
や
市
民
団
体
が
賛
同
。

富
裕
層
優
遇
の
構
造
を
根

底
か
ら
変
え
る
動
き
で
す
。

国会正門前　9 月 19 日
　「武力で平和は作れない」
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

自
民
党
政
治
が
拒
否
さ

れ
、
自
民
・
公
明
の
与
党

が
衆
参
両
院
で
少
数
に
転

落
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
自
民
党
の
補
完

勢
力
で
あ
る
国
民
民
主
党

と
極
右
・
排
外
主
義
の
参

新
し
い
国
民
的
共
同
を

希
望
あ
る
政
治
へ 

逆
行
許
さ
な
い

        

日
本
共
産
党
が
呼
び
か
け

政
党
が
伸
長
。
自
民
・
公

明
と
こ
れ
ら
諸
党
な
ど
に

よ
る
“
反
動
ブ
ロ
ッ
ク
”

の
形
成
に
よ
る
、
国
民
生

活
の
破
壊
、
大
軍
拡
の
暴

走
、
憲
法
と
民
主
主
義
の

蹂
躙
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

へ
の
逆
流
な
ど
、
政
治
を

逆
行
さ
せ
る
危
険
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
自
民
党
政
治
を
変

え
る
希
望
の
方
向
か
、
あ

る
い
は
逆
行
を
ゆ
る
す
か
、

日
本
の
政
治
は
歴
史
的
岐

路
に
あ
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
田
村
智

子
委
員
長
は
9
月
4
日
、

「
思
想
・
信
条
の
違
い
を
超

え
て
、“
反
動
ブ
ロ
ッ
ク
”

の
危
険
に
正
面
か
ら
対
決

し
、
暮
ら
し
、
平
和
、
民

主
主
義
を
擁
護
・
発
展
さ

せ
る
“
新
し
い
国
民
的
・

民
主
的
共
同
”
を
つ
く
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

牛にシマ模様　虫よけ効果
イグ・ノーベル賞「生物学賞」

　　農研機構研究グループ

　

米
ボ
ス
ト
ン
大
学
で
18

日
、
独
創
的
で
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
研
究
を
表
彰
す
る

「
イ
グ
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
の

授
賞
式
が
行
わ
れ
、農
業
・

食
品
産
業
技
術
総
合
研
究

機
構
（
農
研
機
構
）
畜
産

研
究
部
門
の
兒
嶋
朋
貴
研

究
員
ら
の
グ
ル
ー
プ
が

「
生
物
学
賞
」を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
黒

い
牛
に
白
い
水
性
塗
料
を

塗
っ
て「
シ
マ
ウ
マ
模
様
」

に
し
た
状
態
と
、
白
い
塗

料
の
変
わ
り
に
黒
い
塗
料

を
塗
っ
た
状
態
、
塗
料
な

し
の
状
態
の
３
パ
タ
ー
ン

に
つ
い
て
比
較
し
た
結
果
、

白
に
塗
っ
た「
シ
マ
ウ
シ
」

は
、
他
の
２
パ
タ
ー
ン
に

比
べ
寄
っ
て
く
る
吸
血
昆

虫
が
約
半
分
に
な
る
こ
と

を
発
見
し
、
２
０
１

９
年
に
論
文
発
表
し
ま
し

た
。

エ
ル
政
府
か
ら
感
謝
ま
で

さ
れ
た
。
情
け
な
い
」「
ガ

ザ
で
の
殺
り
く
が
続
く
中

で
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ

な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

国
連
総
会
。「
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
、
気
候
変
動
は

史
上
最
大
の
詐
欺
な
ど
と

一
方
的
に
主
張
し
た
」「
米

国
の
同
盟
国
を
含
め
て
多

く
の
国
が
国
連
中
心
に
世

界
平
和
を
求
め
て
い
る
」

「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
異

常
さ
と
米
国
の
孤
立
が
際

だ
っ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

自
民
党
総
裁
選
。「
マ
ス

コ
ミ
が
総
裁
選
の
報
道
一

色
に
な
っ
て
い
る
」「
こ
れ

で
は
マ
ス
コ
ミ
ジ
ャ
ッ
ク

だ
」「
５
候
補
す
べ
て
が
、

裏
金
問
題
や
消
費
税
減
税
、

選
択
的
夫
婦
別
姓
な
ど
に

は
背
を
向
け
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

韓
国
統
一
協
会
の
韓
鶴

子
総
裁
が
逮
捕
。「
政
権
側

に
賄
賂
を
送
っ
た
と
の
検

察
の
判
断
だ
」「
日
本
か
ら

の
多
額
の
送
金
も
原
資
に

な
っ
て
い
る
ら
し
い
」「
か

つ
て
創
始
者
で
夫
の
文
鮮

明
総
裁
が
逮
捕
さ
れ
そ
う

に
な
っ
た
と
き
、
安
倍
首

相
が
ト
ラ
ン
プ
氏
に
助
命

嘆
願
し
た
と
い
う
」「
自
民

党
総
裁
選
候
補
の
中
に
も

関
係
を
も
っ
た
議
員
が
含

ま
れ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

コ
メ
問
題
。「
新
米
が

ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い

る
」「
で
も
５
㎏
で
税
込
み

５
０
０
０
円
と
高
値
が
続

い
て
い
る
。
銘
柄
に
よ
っ

て
は
昨
年
の
１
・
５
倍
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
リ
ー
グ
、
ド
ジ
ャ
ー

ス
が
地
区
優
勝
。「
山
本
由

伸
投
手
は
ナ
イ
ス
ピ
ッ
チ

だ
っ
た
」「
大
谷
翔
平
選
手

も
54
号
で
勝
利
に
貢
献
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
京
２
０
２
５
世
界
陸

上
。「
９
日
間
で
入
場
者

61
万
人
超
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
」「
で
も
、選
手

か
ら
不
評
の
声
も
」「
サ
ブ

　
「
エ
ビ
で
タ
イ
を
釣
る
」

ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
、『
シ
ラ

ス
で
ク
ジ
ラ
を
釣
る
』
よ

う
な
も
の
。

　

言
い
得
て
妙
。
な
ん
と

こ
の
言
葉
は
自
民
党
関
係

者
か
ら
出
た
そ
う
な
。

　

費
用
対
効
果（
コ
ス
パ
）

は
企
業
の
主
要
な
指
標
で

あ
る
。
実
際
に
ト
ヨ
タ
の

シ
ラ
ス
で
鯨
を
釣
る

場
合
は
ど
う
か
。
２
０
２

３
年
の
自
民
党
へ
の
献
金

は
５
千
万
円
。
同
年
の
法

人
税
引
き
下
げ
の
恩
恵
は

４
１
４
５
億
円
。
コ
ス
パ

は
約
８
３
０
０
倍
。
ま
さ

に
『
シ
ラ
ス
で
鯨
』
で
あ

る
。

　

企
業
献
金
に
よ
っ
て
大

企
業
・
金
持
優
遇
の
政
策

誘
導
。
政
治
が
買
収
さ
れ

て
い
る
。
賄
賂
と
言
わ
ず

し
て
な
ん
と
言
え
よ
う
か
。

　
　
　

            （
Ｈ
）

ト
ラ
ッ
ク
は
３
㌔
離
れ
た

代
々
木
公
園
だ
っ
た
」「
ベ

ジ
タ
リ
ア
ン
の
食
事
が
な

か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
あ
ち

こ
ち
で
咲
い
て
い
る
」「
虫

の
音
が
聞
こ
え
る
」「
柿
の

実
が
色
づ
き
始
め
た
」「
朝

晩
、
涼
し
く
な
っ
た
」

がん細胞などに目印
除去助けるたんぱく質開発
　　　京大研究グループ

科学誌『ネイチャー・バイオメディカル

　　　　・エンジニアリング』（９月３日）

　

京
都
大
学
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
が
ん
細
胞
な

ど
不
要
な
細
胞
と
結
合
し

て
、
免
疫
細
胞
「
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
」
が
認
識
す
る

際
の
目
印
と
な
る
た
ん
ぱ

く
質
「
ク
ラ
ン
チ
」
を
開

発
。
た
ん
ぱ
く
質
の
一
部

の
構
造
を
変
え
る
こ
と
に

よ
り
、
結
合
す
る
不
要
細

胞
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
皮

膚
が
ん
や
自
己
免
疫
疾
患

を
発
症
さ
せ
た
マ
ウ
ス
に

ク
ラ
ン
チ
を
注
入
し
た
と

こ
ろ
、
が
ん
細
胞
な
ど
の

増
殖
を
抑
え
た
り
、
数
を

減
ら
し
た
り
す
る
効
果
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
以
内
に
ヒ
ト
で
の

臨
床
研
究
︵
治
験
)
を
開

始
し
、
２
０
３
０
年
代
の

実
用
化
を
目
指
す
と
い
い

ま
す
。


